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６月６日、町消防操法競技会が山田消防署敷地内で行わ
れ、町内全13分団の団員260人が参加しました。消防団の
士気の高揚と日常の訓練の成果を発表するため１年おきに
行われているもので、大会では各分団ともきびきびとした
動作で訓練の成果を存分に発揮していました。競技の結果、
ポンプ車操法の部では第４分団が優勝、第２位は第12分
団、第３位は第８分団が、小型ポンプ操法の部では第５分
団が優勝、第２位は第１分団、第３位は第３分団が入りま
した。各部門の優勝分団は、今月27日に行われる岩手県消
防協会宮古地区支部消防操法競技会に出場する予定です。
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交通災害共済へ加入を

県
市
町
村
総
合
事
務
組
合

で
は
、
市
町
村
交
通
災
害
共

済
の
加
入
申
し
込
み
を
受
け

付
け
ま
す
。
加
入
を
希
望
す

る
人
は
、
行
政
区
長
が
七
月

に
加
入
申
込
書
を
持
っ
て
各

家
庭
に
伺
い
ま
す
の
で
、
掛

け
金
を
添
え
て
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
こ
の
ほ
か
、
申

し
込
み
は
役
場
住
民
生
活
課

や
町
内
の
金
融
機
関
（
郵
便

局
、
漁
協
は
除
き
ま
す
）
で

も
受
け
付
け
ま
す
。
た
だ
し
、

金
融
機
関
で
加
入
手
続
き
を

行
う
場
合
は
、
受
付
期
限
が
九
月
三

十
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

お
気
を
付
け
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
同
共
済
に
昨
年
加
入
し
た

人
は
七
月
三
十
一
日
で
期
限
が
切
れ

ま
す
の
で
、
新
た
に
加
入
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。

市
町
村
交
通
災
害
共
済
は
、
皆
さ

ん
が
わ
ず
か
な
掛
け
金
を
出
し
合

い
、
交
通
事
故
で
け
が
を
し
た
り
死

亡
し
た
り
し
た
と
き
に
、
被
害
者
や

そ
の
家
族
に
救
済
の
手
を
差
し
伸
べ

る
み
ん
な
の
た
め
の
相
互
扶
助
制
度

で
す
。
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
大
人
ま
で
ど

な
た
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

◆
共
済
期
間
は
８
月
か
ら
１
年
間

掛
け
金
は
大
人
も
子
供
も
一
人
四

百
円
（
年
額
）
で
、
共
済
期
間
は
八

月
一
日
か
ら
来
年
七
月
三
十
一
日
ま

で
の
一
年
間
。
八
月
一
日
以
降
に
加

入
し
た
場
合
は
、
そ
の
日
以
降
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
加
入
後
に
町
外
へ

転
出
し
た
場
合
で
も
、
そ
の
ま
ま
継

続
さ
れ
ま
す
。

◆
見
舞
金
は
請
求
に
よ
り
支
給

見
舞
金
の
支
給
（
下
表
参
照
）
は

請
求
に
よ
り
行
わ
れ
ま
す
。
傷
害
の

場
合
は
、
二
万
円
か
ら
三
十
万
円
ま

で
の
範
囲
で
、
入
院
や
通
院
日
数
に

応
じ
た
金
額
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
そ

の
ほ
か
、
共
済
に
加
入
し
て
い
た
父

ま
た
は
母
が
交
通
事
故
で
死
亡
ま
た

は
一
級
の
身
体
障
害
な
ど
に
該
当
し

た
場
合
に
は
、
そ
の
父
母
と
生
計
を

共
に
し
て
い
た
子
供
に
年
額
六
万
円

（
年
二
回
に
分
け
て
支
給
）
の
交
通

遺
児
年
金
が
、
中
学
校
を
卒
業
す
る

ま
で
支
給
さ
れ
ま
す
。

◆
支
給
対
象
は
国
内
の
交
通
事
故

見
舞
金
の
支
給
対
象
は
、
自
動
車
、

バ
イ
ク
、
自
転
車
な
ど
に
よ
る
国
内

で
起
き
た
交
通
事
故
（
単
独
事
故
を

含
み
ま
す
）
で
す
。
た
だ
し
、
無
免

許
や
酒
気
帯
び
運
転
な
ど
、
加
入
者

の
故
意
に
よ
る
場
合
は
支
給
の
対
象

に
な
り
ま
せ
ん
。

事
故
に
遭
っ
て
か
ら
で
は
遅
過
ぎ

ま
す
。
万
が
一
に
備
え
家
族
そ
ろ
っ

て
加
入
し
ま
し
ょ
う
。
見
舞
金
の
請

求
手
続
き
や
加
入
方
法
な
ど
、
詳
し

く
は
役
場
住
民
生
活
課
住
民
相
談
担

当
（
�
８
２
│
３
１
１
１
内
線
１
２

８
）
へ
お
気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

交通災害の程度 見舞金の額

◎見舞金の支給額

※傷害にかかる見舞金の額が2万円に満た
ない場合は2万円、30万円を超える場合
は30万円を限度に支給されます。

110万円

2,000円

1,000円

死亡または身体障害等級
1級などに該当する障害

傷
害

入院（1日につき）

通院（1日につき）

Ｂさんは１年前、交通事故
に遭い２０日間入院しましたが、
仕事が忙しいため見舞金の請
求をしていませんでした。今
から請求しても見舞金は支給
されるのでしょうか。

事故によって被害を受けた日から２年を経過する
と見舞金は支給されません。Ｂさんの場合は、交通
事故に遭ってから１年が経過していますが、請求期
限の２年以内ですので、請求すれば見舞金が支給さ
れます。

事例２

Ａさんは自転車で道路を走
行中、側溝の段差にハンドル
をとられ転倒し、けがをしま
した。病院へ行き、５日間の
通院治療を受けましたが、見
舞金はいくらになりますか。

通院１日につき1,000円の見舞金をお支払いしま
すので、通常の計算では5,000円となります。しかし、
見舞金の最低保障額が20,000円となっていることか
ら、Ａさんに支給される見舞金の額は20,000円とな
ります。

事例１ 見舞金の支給事例

交通災害共済は、皆さんのための相互扶助制度です（道の駅
で交通安全啓発活動を行う山田町交通安全母の会の皆さん）
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船
越
14
、
15
地
割
が
対
象
で
す

町
で
は
、
六
月
下
旬
か
ら
田
の
浜

地
区
の
一
部
（
船
越
十
四
、
十
五
地

割
）
を
対
象
に
国
土
調
査
を
始
め
ま

す
。
同
調
査
は
、
土
地
の
正
し
い
位

置
や
境
界
、
地
番
、
面
積
な
ど
を
明

確
に
さ
せ
る
た
め
、
昭
和
五
十
七
年

か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
地

権
者
同
士
の
話
し
合
い
の
下
に
行
わ

れ
ま
す
。
土
地
を
正
確
に
定
め
る
た

め
に
も
、
地
権
者
の
皆
さ
ん
の
調
査

へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
調
査
期
間
　
六
月
下
旬
〜
九
月

▽
問
い
合
わ
せ
　
役
場
企
画
財
政
課

国
土
調
査
担
当
（
�
８
２
│
３
１

１
１
内
線
４
３
５
）
へ
ど
う
ぞ
。

平成１６年度国土調査実施区域図平成１６年度国土調査実施区域図平成１６年度国土調査実施区域図平成１６年度国土調査実施区域図平成１６年度国土調査実施区域図平成１６年度国土調査実施区域図平成１６年度国土調査実施区域図平成１６年度国土調査実施区域図平成１６年度国土調査実施区域図平成１６年度国土調査実施区域図平成１６年度国土調査実施区域図平成１６年度国土調査実施区域図平成１６年度国土調査実施区域図平成１６年度国土調査実施区域図平成１６年度国土調査実施区域図平成１６年度国土調査実施区域図平成１６年度国土調査実施区域図

船越
第１４地割
船越
第１４地割
船越
第１４地割
船越
第１４地割
船越
第１４地割
船越
第１４地割
船越
第１４地割
船越
第１４地割
船越
第１４地割
船越
第１４地割
船越
第１４地割
船越
第１４地割
船越
第１４地割
船越
第１４地割
船越
第１４地割
船越
第１４地割
船越
第１４地割

今
月
下
旬
か
ら
調
査
を
開
始

国土調査事業

家屋の新・増築や取り壊し

などをした場合は届け出を
住
宅
や
店
舗
、
車
庫
、
物
置

な
ど
の
家
屋
を
新
築
・
増
築
、

取
り
壊
し
を
し
た
場
合
な
ど
に

は
、
役
場
へ
届
け
出
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
名
義
を
変

更
し
た
と
き
に
も
同
様
に
届
け
出
が

必
要
で
す
。
手
続
き
が
遅
れ
る
と
既

に
無
く
な
っ
て
い
る
建
物
に
課
税
さ

れ
た
り
、
前
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ

た
り
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

速
や
か
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

▽
届
け
出
先
・
問
い
合
わ
せ
　
役
場

税
務
会
計
課
資
産
税
担
当
（
�
８

２
│
３
１
１
１
内
線
１
１
４
）
へ
。

家
屋
調
査
に
協
力
を

新
築
・
増
築
、
取
り
壊
し
な
ど
の

届
け
出
が
あ
っ
た
家
屋
に
つ
い
て

は
、
役
場
税
務
会
計
課
職
員
が
家
屋

調
査
に
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
そ
の
ほ
か
不

明
な
点
に
つ
い
て
は
、
同
課
資
産
税

担
当
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

船越
第１５地割
船越
第１５地割
船越
第１５地割
船越
第１５地割
船越
第１５地割
船越
第１５地割
船越
第１５地割
船越
第１５地割
船越
第１５地割
船越
第１５地割
船越
第１５地割
船越
第１５地割
船越
第１５地割
船越
第１５地割
船越
第１５地割
船越
第１５地割
船越
第１５地割

国保加入者の
健康管理施設 ひまわり荘
長期療養者は利用券で半額に

盛岡市のつなぎ温泉にある健康管理施設「ひまわり
荘」は、国民健康保険に加入している方々が病気やけ
がの治療をした後の体の回復を図ったり、仕事の疲れ
を癒やしたりするための施設です。長期療養（２泊以
上）の方は、事前に役場住民生活課で利用券の発行を
申し込んでください。申し込みには、国民健康保険の
保険証と印鑑が必要です。
【長期療養でご利用の場合】
�料金　１泊（３食付）当たり5,460円（利用券を持
参すると半額の2,730円になります）
�利用時間　入室は午後２時からで、帰りの日は午後
１時までです。
�その他　原則として相部屋となります。
※６月１日からリニューアルオープンしました。
�申込先・問い合わせ　役場住民生活課国民健康保険
担当（�82－3111内線124）へどうぞ。

町
で
は
、
町
民
の
皆

さ
ん
に
介
護
保
険
制
度

を
よ
り
理
解
し
て
い
た

だ
く
た
め
、
住
民
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
。

平
成
十
二
年
度
か
ら

始
ま
っ
た
介
護
保
険
制

度
で
す
が
、
昨
年
四
月

に
は
事
業
の
見
直
し
が

行
わ
れ
、
現
在
、「
第

二
期
介
護
保
険
事
業
計

画
」
の
二
年
目
に
入
っ

て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
積
極
的
な
参
加
を
お
願

い
し
ま
す
。

▽
日
時
　
六
月
二
十
三
日
（
水
）

午
後
二
時
〜

▽
場
所
　
町
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
対
象
　
一
般
町
民

▽
内
容
　
介
護
保
険
制
度
の
仕
組
み
、

介
護
保
険
料
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
利

用
料
に
つ
い
て
の
説
明
、
質
疑
応

答
な
ど

▽
問
い
合
わ
せ
　
役
場
保
健
福
祉
課

介
護
保
険
担
当
（
�
８
２
│
３
１

１
７
）
へ
ど
う
ぞ
。

皆さんの積極的な参加を

介
護
保
険
制
度
の
住
民
説
明
会

介
護
保
険
制
度
の
住
民
説
明
会

介
護
保
険
制
度
の
住
民
説
明
会

介
護
保
険
制
度
の
住
民
説
明
会

介
護
保
険
制
度
の
住
民
説
明
会

介
護
保
険
制
度
の
住
民
説
明
会

介
護
保
険
制
度
の
住
民
説
明
会

介
護
保
険
制
度
の
住
民
説
明
会

介
護
保
険
制
度
の
住
民
説
明
会

介
護
保
険
制
度
の
住
民
説
明
会

介
護
保
険
制
度
の
住
民
説
明
会

介
護
保
険
制
度
の
住
民
説
明
会

介
護
保
険
制
度
の
住
民
説
明
会

介
護
保
険
制
度
の
住
民
説
明
会

介
護
保
険
制
度
の
住
民
説
明
会

介
護
保
険
制
度
の
住
民
説
明
会

介
護
保
険
制
度
の
住
民
説
明
会
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昨年６月に行われた同説明会の様子

役場税務会計課職員が伺います役場税務会計課職員が伺います役場税務会計課職員が伺います役場税務会計課職員が伺います役場税務会計課職員が伺います役場税務会計課職員が伺います役場税務会計課職員が伺います役場税務会計課職員が伺います役場税務会計課職員が伺います役場税務会計課職員が伺います役場税務会計課職員が伺います役場税務会計課職員が伺います役場税務会計課職員が伺います役場税務会計課職員が伺います役場税務会計課職員が伺います役場税務会計課職員が伺います役場税務会計課職員が伺います

船越湾漁協
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町
で
は
、
児
童
手
当
の
現
況

届
の
受
け
付
け
を
し
て
い
ま

す
。
現
在
児
童
手
当
を
受
給
さ

れ
て
い
る
人
は
、
役
場
か
ら
送

付
さ
れ
た
現
況
届
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
書
類
を
添
え

て
役
場
住
民
生
活
課
か
各
支
所

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
現
況

届
は
、
受
給
者
の
所
得
や
子
供

の
養
育
状
況
を
確
認
す
る
た
め

提
出
し
て
も
ら
う
も
の
で
、
届

け
出
が
な
い
と
今
月
以
降
の
手

当
は
支
給
さ
れ
な
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
ま
だ
申
請
し
て
い
な
い
方

や
前
年
に
所
得
制
限
の
た
め
手
当
が

受
け
ら
れ
な
か
っ
た
方
は
、
新
た
に

「
児
童
手
当
認
定
請
求
書
」
の
提
出

が
必
要
で
す
。

▽
現
況
届
に
必
要
な
添
付
書
類

・
厚
生
年
金
加
入
者
　
「
健
康
保
険

被
保
険
者
証
」
の
写
し

・
平
成
十
六
年
一
月
二
日
以
降
に
本

町
へ
転
入
し
た
人
　
前
住
所
地
発

行
「
平
成
十
六
年
度
の
児
童
手
当

用
所
得
証
明
書
」

▽
提
出
期
限
　
六
月
三
十
日

▽
問
い
合
わ
せ
　
役
場
住
民
生
活
課

住
民
記
録
担
当
（
�
８
２
│
３
１

１
１
内
線
１
２
３
）
へ
ど
う
ぞ
。

町
で
は
、
海
や
河
川
の
環
境
を
守

る
取
り
組
み
と
し
て
、
今
年
も
町
内

一
斉
清
掃
「
ご
み
０
作
戦
」
を
行
い

ま
す
。

▽
日
時
　
七
月
三
日
（
土
）

午
前
六
時
〜
七
時

▽
対
象
　
一
般
町
民

▽
作
業
内
容
　
護
岸
、
臨
港
道
路
、

防
波
堤
、
河
川
の
周
辺
な
ど
の
清

掃
活
動

※
清
掃
の
指
示
は
、
各
地
区
の
自
治

会
や
教
育
振
興
運
動
実
践
協
議
会

（
各
小
学
校
）
な
ど
で
行
い
ま
す
。

▽
ご
み
な
ど
の
処
理

・
集
め
た
ご
み
は
、
そ
れ
ぞ
れ
燃
え

る
ご
み
と
燃
え
な
い
ご
み
に
分
別

し
、
指
定
さ
れ
た
集
積
場
所
に
運

ん
で
く
だ
さ
い
。

・
ご
み
は
一
般
廃
棄
物
に
限
定
し
て

拾
い
、
漁
網
や
浮
き
玉
な
ど
の
産

業
廃
棄
物
は
収
集
し
な
い
で
く
だ

さ
い
。

・
ご
み
の
回
収
は
、
町
や
山
田
の
海

を
守
る
会
で
行
い
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
　
役
場
住
民
生
活
課

環
境
衛
生
担
当
（
�
８
２
│
３
１

１
１
内
線
１
２
７
）
へ
ど
う
ぞ
。

環
境
美
化
活
動
に
ご
協
力
を

30
日
ま
で
に
忘
れ
ず
提
出
を

宮古地区広域行政組合では、
ごみ処理の手数料額を改正し、
７月１日から実施することにな
りました。
主な改正点は�ごみ処理料の

値上げ（家庭系一般廃棄物で総
重量50㎏以下の物を除く）�事
業系一般廃棄物の種類に缶、び
ん類を新設�特定産業廃棄物の
種類を限定し、排出できる事業
者を制限する──などです。
なお、特定産業廃棄物の搬入

の際は専用の指定袋に入れなけ
ればなりません。専用指定袋は
町内の各廃棄物収集業者で販売
しています。
�問い合わせ　宮古広域行政組
合（�64－2011）へどうぞ。

※事業系一般廃棄物で１日当たり100㎏を超える場合と、特定産業廃棄物を搬入する場合には、事前

に申請が必要です。

※特定産業廃棄物は前年度事業売上が3,000万円以下の事業者が対象です。3,000万円を超える事業者

の場合は搬入できませんので、産業廃棄物として処分してください。

◆ごみ処理手数料改正内容　　　　　　　　　（７月１日～）

YYYYYYYYYYYYYYYYYYYYYYYYYYYYYYYYY

排 出 区 分 ごみの種類 現　　　行 改　　　正
搬入でき
る 曜 日

可燃、不燃

可燃、不燃

缶、びん類

焼却灰、廃
プラスチッ
ク類など

魚箱発砲ス
チロール

50㎏まで　　　 無料

50㎏超10㎏ごと 30円

10㎏まで　　　 30円

10㎏超10㎏ごと 30円

〃

10㎏まで　　　200円

10㎏超10㎏ごと200円

〃

変更なし

50㎏超10㎏ごと 50円

10㎏まで　　　 50円

10㎏超10㎏ごと 50円

10㎏まで　　　 30円

10㎏超10㎏ごと 30円

搬入できません。産業
廃棄物として処理して
ください。

専用の指定袋１袋ごと
60円

月～土

木・金

－

火・木

家庭系一般廃棄物

事業系一般廃棄物

※ペットボトルは可
燃になります。

特定産業廃棄物

※前年度売上3 ,000
万円以下の事業者
に限ります。

ゼ
ロ

提出は忘れずお早めに
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り�よ�だ�生�涯�学�習�

�期日　７月13日、20日、27日、８月３日（毎週火曜日）
�時間　午後７時～
※開会式は７月13日の午後６時40分から行います。
�場所　勤労者体育センターほか
�対象　18歳以上の女性（登録は12人まで）
�参加料　１チーム　2,000円
◎ソフトバレーボール審判講習会
本交流会で審判をするための講習会を行います。チー

ムごとに取りまとめて、ご参加ください。
�日時　７月５日（月）午後７時15分～
�場所　勤労者体育センター
�参加料　一人200円
�持参する物　ホイッスル
※参加人数が10人に満たない場合は中止します。
◆申込期限　６月28日（交流会、講習会とも）
◆申込先・問い合わせ　町教育委員会事務局社会体育担
当（�82－5505）へどうぞ。

山
田
の
自
然
を
体
で
感
じ
よ
う

鯨
と
海
の
科
学
館
な
ど
で
は
、
体

験
教
室
「
霞
露
ケ
岳
の
散
策
と
樹
木

観
察
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

霞
露
ケ
岳
の
登
山
や
樹
木
の
観
察

を
通
し
て
、
恵
ま
れ
た
山
田
の
自
然

を
体
で
感
じ
、
身
近
に
あ
る
自
然
を

見
詰
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
期
日
　
六
月
二
十
七
日
（
日
）

▽
時
間
　
午
前
八
時
半
〜
午
後
二
時

二
十
分

▽
集
合
場
所
　
鯨
と
海
の
科
学
館

※
雨
天
の
場
合
は
樹
木
園
の
観
察
と

押
し
葉
作
り
に
変
更
し
ま
す
。

▽
対
象
　
小
中
学
生
と
そ
の
保
護
者
、

一
般
　
四
十
人

▽
参
加
料
　
無
料

▽
持
参
す
る
物
　
筆
記
用
具
、
弁
当
、

水
筒

※
身
軽
な
服
装
、
履
き
慣
れ
た
靴
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
指
導
　
吉
崎
誠
さ
ん
（
東
邦
大
学

大
学
院
教
授
）

▽
申
込
期
限
　
六
月
二
十
五
日

▽
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
　
鯨
と
海

の
科
学
館
（
�
８
４
│
３
９
８
５
）

へ
ど
う
ぞ
。

放送大学で学生を募集
10月から授業始めます

放
送
大
学
岩
手

学
習
セ
ン
タ
ー
で

は
、
平
成
十
六
年

度
第
二
学
期
生

（
十
月
授
業
開
始
）

を
募
集
し
ま
す
。

放
送
大
学
は
衛
星

放
送
や
ビ
デ
オ

テ
ー
プ
な
ど
を
利

用
し
て
自
宅
で
授

業
を
受
け
る
通
信

制
の
大
学
で
す
。

全
科
履
修
生
と
し

て
四
年
以
上
在
学

し
、
所
定
の
単
位

数
を
修
得
す
れ
ば
、
学
士
（
教
養
）

の
学
位
が
取
得
で
き
ま
す
。
一
科
目

だ
け
で
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
入
学

試
験
も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ど
な
た

で
も
学
べ
ま
す
。
あ
な
た
も
放
送
大

学
に
入
学
し
ま
せ
ん
か
。

▽
入
学
資
格
と
入
学
料
　
全
科
履
修

生
（
四
年
間
）
…
十
八
歳
以
上
・

二
万
円
　
選
科
履
修
生
（
一
年
間
）

…
十
五
歳
以
上
・
七
千
円
　
科
目

履
修
生
（
六
カ
月
間
）
…
十
五
歳

以
上
・
五
千
円

▽
授
業
料
　
一
単
位
五
千
円
（
教
材

費
を
含
み
ま
す
）

▽
受
付
期
限
　
八
月
三
十
一
日

▽
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
　
放
送
大

学
岩
手
学
習
セ
ン
タ
ー
（
岩
手
大

学
内
�
０
１
９
―
６
５
３
―
７
４

１
４
）
へ
ど
う
ぞ
。

◎藤舞会舞踊公演
�日時　６月27日（日）午前11時～
�入場料　前売り券2,000円　当日券2,500円
◎落語公演会
航空自衛隊山田分屯基地では、創立50周年

記念行事として、落語公演会を開催します。
�日時　７月10日（土）午後６時～
�出演者　桂才賀さんほか
�対象　一般町民
�入場料　無料

中央公民館催し案内板
町中央公民館 �８２－３２１２

か

ろ

身近な自然を見詰めてみませ
んか（昨年５月に行われた
「親子ふれあい登山」の様子）



各種教室を開催
皆さんの参加を

介護教室
山田町在宅介護支援センター

では、介護教室を開催します。
�日時　６月30日（水）

午後１時半～３時半
�場所　飯岡防災センター
�内容　排せつの介護、手洗い
の仕方、介護相談など
�持参する物　フェイスタオル
２枚
�申込先・問い合わせ　山田町
在宅介護支援センター（�
82－0515）へどうぞ。
生活習慣病予防教室

�日時　７月１日（木）
午後１時半～３時

�場所　宮古病院２階大会議室
�内容　講話「肺がんの話」、
栄養相談、血圧測定など
�問い合わせ　県立宮古病院栄
養管理室（�62－4011内線
2040）へどうぞ。

｢すくすく広場｣で
交流深めませんか

�場所と期日
関口児童館…６月23日
山田中央保育園…７月７日
轟木児童館…７月14日

�時間　午前９時半～11時半
�問い合わせ　子育て支援セン
ター（織笠保育園内�82－
6099）へどうぞ。

子供の身体発育が
心配な方ご相談を

町では、療育相談を行います。
医師、理学療法士などによる子
供の身体発育に関する相談を受
け付けますので、お子さんの発
育について心配な方はご相談く
ださい。
�日時　７月５日（月）

午前10時～午後４時
�場所　町保健センター
�申込先・問い合わせ　７月１
日までに役場保健福祉課保健
指導担当（内線166）へどうぞ。

【６】
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�広報やまだ�は環境に優しい古紙100％の再生紙と大豆油インキ（植物油）を使用しています。

今月の粗大ごみ収集
収 集 日　６月29日
対象地区　田の浜、大浦
予 約 先　芳賀清掃社

（�86－2826）
予約期限　収集日の１週間前
※予約をした方は、必ず氏名
と電話番号を書いて出して
ください。

まちで出会ったかわいい笑顔

国家公務員Ⅲ種の
採用試験あります

国家公務員Ⅲ種（税務）の採
用試験が行われます。
�受験資格　昭和59年４月２日
から62年４月１日までに生ま
れた人
�試験内容　高校卒業程度の教
養試験
�試験日　９月５日（日）
�試験地　盛岡市
�申込書の請求先　宮古税務署
�受付期限　６月29日
�申込先・問い合わせ　人事院
東北事務局（〒980－0014 仙
台市青葉区本町３－２－23
�022－221－2022）へどうぞ。

調理師と製菓衛生
師試験行われます

�受験資格　調理などの実務経
験が２年以上ある人
�試験日　９月７日（火）
�試験会場　宮古地区合同庁舎
（宮古市五月町）
�申込期間　７月５日～16日
�申込先・問い合わせ　宮古保
健所（�64－2218）または社
団法人岩手県調理師会宮古支
部（�62－2027）へどうぞ。

子育てテレホン
サービス利用を

�電話番号 ８２－９５８２
�テーマ
６月21日～27日…幼児・子供
の食生活と異常心理　６月28
日～７月４日…入学前・排せ
つのしつけ　７月５日～11日
…小学生・友達について考え
る　７月12日～19日…幼児・
じっとしていない幼児

金婚式の該当者は
民生委員に連絡を

町では、結婚してから50年を
迎えるご夫婦を祝う「金婚式」
の参加対象となる方々を調査し
ています。次に該当する方は各
地区の民生児童委員にお申し出
ください。
�参加資格　平成16年４月１日
現在で夫婦またはどちらかの
住所が本町にある次の人（平
成15年度までの招待者を除き
ます）
・昭和29年12月31日以前に婚姻
の届け出をしている。
・婚姻の届け出が遅れた夫婦
で、昭和30年10月31日までに
第１子が生まれている。
�問い合わせ　役場保健福祉課
高齢者福祉担当（内線164）へ。

フリーマーケット
宮古で開かれます

�日時　６月27日（日）
午前９時～正午

※雨天決行します。
�場所　みやこ広域リサイクル
センター（宮古市小山田）
�問い合わせ　みやこ広域リサ
イクルセンター（�63－7753）
へどうぞ。

青い海をテーマに
図画を募集します

海上保安庁では、「未来に残
そう青い海･図画コンクール」
を開催します。
�テーマ　「未来に残そう青い
海」を基本とし、海洋環境保
全に関するもの
�応募資格　小学生、中学生
�応募作品　大きさは画用紙四
つ切りから画用紙八つ切りま
でとし、用紙、画材の種類は
問いません。
�応募期限　９月17日
�応募先・問い合わせ　宮古海
上保安署（〒027－0021 宮古
市藤原３－114－２　�62－
6560）へどうぞ。

17日から手作り
絵本展行います

�期間　６月17日～20日
�時間　午前９時～午後５時
�場所　町立図書館（町中央コ
ミュニティセンター内）
�内容　県内の児童や生徒、父
母などによる手作り絵本210
点の展示
※展示本の貸し出しはしません。
�問い合わせ　町立図書館（�
82－3420）へどうぞ。

子育て支援ボラン
ティア交流会開催

育児をしている父母の方々を
支援するボランティアの交流会
を開催します。活動に興味があ
る方はご参加ください。
�日時　６月30日（水）

午後１時半～
�場所　町中央コミュニティセ
ンター
�問い合わせ　役場保健福祉課
児童福祉担当（内線131）へ。

今月の納税
町 県 民 税………第１期

納　期　限……６月30日

口座振替日……６月２８日

～忘れずに納付を～


